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会 報 口0
1981年 6月

日本 分 子 生 物 学 会

事 務 局 発 行

◆日本分子生物学会第 2回評議員選挙につしヽて

開票予定日の昭和56年 3月 9日 午後 3時 より,予定通 り選挙管理委員松代愛
三′今本文男,山岸秀夫の 3名が阪大 。微研に会合し,開票した。
選挙管理委員会に送付された封筒の総数, 188通 ,こ のうち,

有効  182通 (有効投票用紙 182枚 )

無効  6通 (3月 5日 迄に到着しなかったもの, 5通 ;送付用封筒に無
記名のもの,1)

上記の有効投票用紙に記名された投票総数  1,744

選挙細則第 7条の 4に よ り,得票者の上位 20名は別表の通 りである。
日召不156イト3月 10日

選 挙管理 委員

松 代 愛 三

今 本 文 男

山 岸 秀 夫

別表 (A130順 )

広 田 幸 敬 ,

石 浜   Iり l,

村 松 正 実 ,

関 口 睦 夫 ,

内 田 久 雄 ,

本 サil: 佑 ,

ll代 淑 人 ,

岡 田 節 人 ,

志 村 令 郎 ,

渡 辺  格 ,

堀 1勺 忠 郎 ,

松 原 謙 一 ,

大 沢

鈴 木

吉 川

今 本 文 男,

三 浦 謹 一郎 ,

小 関 治 男 ,

高 浪  満 ,
由 良  隆

三

昭

寛

省

義

◆日本分子生物学会第 2期役員名簿

新評議員の互選,お よび新会長の委嘱によ り日本分子生物学会第 2期役員
(任期 1981年 4月 1日 ～ 1983年 3月 31日 )を下記の通 り決定いたしました。

会  長  渡 辺  格
評 議 員  広 田 幸 敬, 本 庶 佑 , 堀 内 忠 郎 ,
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今 本 文 男

松 原 謙 一

大 沢 省 三

鈴 木 義 昭

石 浜  明
三 浦 謹 一郎

関 口 睦 夫

高 浪  満

上 代 淑 人

岡 田 節 人

志 村 令 郎

由 良  隆

庶務幹事

会計幹事

編集幹事

集会幹事

会計監査

選考委員 大 沢 省 三

◆山田科学振興財団研究援助決定

‐宋学会推薦に係る中請のうちから,下記の研究が援助を受けることとな りま

した。

研す代表者 : 京都大学理学部  柳 田 充 弘

研 り&題 目 : DNA凝 縮の分子機構

◆奨学金提供の申出

ベーリンガー・マンハイム山ノ内株式会社より着手研究者に対する奨学金提

供の中出があ りました。実施方法等の細目については追ってお知らせします。

◆昭和 55年度 会計収支決算報告

昭和 55年度 会計収支は以下の通 りにな りましたので報告いたします。

〔I〕 収  入

摘
日「 =夢ぐ 金  額 (円 )

実

隆

郎

隆

Ｅ

　

　

一

．‐

　

謹

松

村

浦

良

村

杉

三

由

雄

潔

男

寛

美

人

満

久
　
　
治
　
　
士
口
淑

田

渕

関

川

田

代

浪

内

溝

小

吉

岡

上

高

1.学会費 (含入会費 )

2.年会要旨売 り上げ金
3.銀 行預金利息
4.第 3回年会係からの寄付
5.前年度からの繰 り越し

1,730,570

1,200

26,069

500,000

1,542,025
′ =:_ ヽ
 ヽ 商|  ′ 3,7 9 9,8 64
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[]〕 支  出
摘

ヨF
"ぐ

1.事 業 費
会 報 発 行

第3回年会プログラム

第 3回 年会補助

RNAワ ークシヨンフ補助

講演会 謝金

2.評議委員会

評議委員会会合費

T馨窓是馨希成費)

金  額 (「司) 摘 要 金  額(円 )

(lρ 91300)

209000

50000

492300

200000

140000

(245288)

99588

145,700

3.事 務 費
一般事務用品費

印   層|1   費

郵  便  費
一般 事務 謝金

送 金 手 数 料

そ  の  他
4.翌年度へ繰り越し

(lρ 40450)

65,900

63740

436β 10

447o00

3100

23900

1422β 26

会 計 監 査 報 告

昭和 56年 5月 18日 ,会計簿,預金通帳,領収書などの監査を行ない,決算

に誤 りのないことを確認した。

日本分子生物学会会計監査

江 橋 節 郎  ⑪
野 田 春 彦 ⑪

◆昭和 56年度 学会費納入についてのお願い

1.昭和56年度分の学会費を同封の郵便振替用紙または適当な方法で納入して

下さい。なお,正会員で学生会費を納入される方は,細則第 2条により,在

学証明書を本学会事務局に提出して下さい。

記

正会 員学会 費    2,500円
(但 し,在学証明書を提出したときは 2,000円 )

学会費納入のための郵便振替口座

東京 2-13518
日本分子生物学会会計事務局

なお,すでに学会費を納入されている場合は御容赦下さい。本学会費の納
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入に際しては年会参加費と混同じない様お願いします。

2.正式な退会届のない限 り,会員には引き続いて会報,年会 プログラム等を

配布します。従って,学会費未納者には学会費納入のための請求を行ないま

すので御了承下さい。

3.昭和 55年会計年度における 学会費納入状況は,会 員数 789名 に対し,
677名 (85.8%)が納入し, 112名 は未納です。学会費は早日に納入される

よう御協力下さい。

4.今年度から年会講演申し込みには,学会費納入控 (または領収書 )を付し
て年会係に申し込むことが幹事会で決定されました。講演を希望される方は ,

学会費納入控 (ま たは領収書 )を保管 しておいて下さい。また,学会費納入

控を保管されていない方は往復葉書で日本分子生物学会事務局に問い合せ下

されば,折 り返し納入証明を通知 します。

(会計幹事 )

◆日本分子生物学会入会申込みの手順

日本分子生物学会に入会を希望なさる方は,下記の手順により,お 中込み下

さい。

記

1.添付の入会中込書叉は同形の用紙に必要な事項を記入の L,下記事務局へ

送付して下さい。

〒 108 東京都港区白金台 4-6-1
東京大学医科学研究所

生物々理化学研究部内

「 日本 分 子生 物学 会 」 事務 局

2.同時に,入会金 1,000円 および初年度分会費 正会員は 2,500円 ,学生会
員は 2,000円 を郵便振替により会計幹事宛振込んで下さい。尚,整理の都合
上,できるだけ二票式の

｀
振替用紙を使用して下さい。

加入番号  東京 2-13518
加入者名  日本分子生物学会会計事務局

◆言卜  報
本会々員 成田耕造殿 (大阪大学蛋白質研究所教授 )には去る 2月 21日 死
亡されました。 謹んで ご冥福をお祈 り申し上げます。
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特別講演は, B.A lbert(カ ルフォルニア大学サンフランシスコ)を予定し

ています。

◆第4回 日本分子生物学会年会のお知らせ

第4回 年会は, 1981年 11月 24日 (火)よ り, 27日 (金)ま での 4日 間,金

沢大学宝町キャンパスで行なわれます。正確なスケジュールについては,後 日

(10月 下旬予定 )お送 りするプログラムでお知 らせしますが,現在,次のような

日F:1を考えてお ります。

9時    12時     3時     61寺    9時

11月 24日 (火 )

25日 (水 )

26日 (木 )

27日 (金 )

懇親会

講演の申し込み

一般講演の演者は,本年度会費既納の本学会会員に限 り, 1人 1題 としま

す。なお,他の講演の連名者となることは差しつかえあ りません。 (会費納

入あるいは入会の手続きについては,本会報 “昭和 56年度 会費納入につい

てのお願い "を御覧下さい。)

2.一般講演の中し込みは,同 封の用紙に必要事項を記入し,書留使で年会係
までぉ送 り下さい。

締切日  1981年 9月 10日 (必着 )

送 り先  〒 920 金沢市宝町 13-1
金沢大学がん研究所生物物理部

第 4回 日本分子生物学会年会係

3.演者の本年度会費納入を確認するために,申 し込み書の所定の欄に,会費
払い込みの際,郵便局が発行する領収書又はそのコピーを貼付して下さい。

4. 演題受領書は,中 し込み用紙到着後,演者の本年度会費納入を確認の上,

1

一般講 演
受
付 一般講演

一般講演 一 般 講 演

―-1受 晟障:淮 i(

―-1受言静みi(一般講演
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領収書を紛失された方は同欄にその旨御記入下さい。

会費未納の場合は,中 し込みを受理致しませんので御注意下さい。



返送致します。発表の日時についての通知は,会員の方に発送される
プログ

ラムをもって代ぇさせていただきますので御承知下さ
い。

5.一般講演の時間は, 15分 (講演 12分 ,討論 3分 )の予定です。スライ ド

は 35m判 10枚以内とします。会場は 3会場の予定です。なお,応募演題数

によつては,講演時間を変更することがあ りますので御了承下さい。

参加申し込み及び参加費

1.年会参加費は 3,000円 (但 し,学生 2,000円 )です。これには講演要旨集

の代金が含まれています。懇親会費は 2,000円です。なお,要 旨集のみ希望

の方には,会 員 1,000円 (但 し,会員一人につき一部のみ ),非会員
2,000

円でお送 りします。

2.年会参加費,懇親会費,要 旨集代金の払い込みには,同封の振替用紙を御

利用下さい。

同封の用紙を使用されない場合には,必ず通信欄に,第 4回 日本分子生物

学会と記入の上,送金のうちわけ,住所・氏名を御記入の上,下記の郵便振

替日座へ御送金 ドさい。

口座番号  金沢 1868

加入者名  株式会社北国銀行小立野支店

整理の都合上,中 し込み者 1人につき 1枚の振替用紙を御使用下さい。

3.10月 30 EIま でに参加費を払いこまれた方には,年会前に講演要旨集を郵

送致します。11月 1日 以降に払いこまれた場合には,年会会場にて要旨集を

お渡しすることにな りますので御注意下さい。

4.参加費払い込みの領収書は,原則としてお送 り致しませんので御了承下さ

い。念のため,郵便局の領収書を保管してぉいて下さい。

5。 当日申し込まれる方は,会場受付で参加費をお払い下さい。

宿泊の申し込み

宿泊については,交通交社金沢支店に斡旋を委託 しました。必要な方は同封

の用紙にしたがつてお中し込み下さい。

そ の 他

1.現在,名 古屋大学大沢先生よ り「虫の会」開催の要望があ りますが,そ の
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2

他,小集会等開催の希望があ りましたら御連絡下さい。会場等をできるだけ
お陛話致します。

第 4回年会についての御意見,お問い合わせは F記へお願い致します。
〒 920 金沢市宝町 13-1

金沢大学がん研究所生物物理部

小笠 原 直 毅

[EI言舌  0762-62-8151   内あ泉 5470

以 上

◆昆 虫

金沢での分子生物学会大会の折に,会員諸氏の中で昆虫に興味をおもちの方
(及びその親派 )が一堂に会し,大いに自慢話に花を咲かせたいと思います。

勿論非分子レベルの話です。

幸いにも,今回の大会委員長吉川 寛氏は知る人ぞ知る虫の虫,よ ろこんで
会場などお陛話下さるそうです。会場の関係で御出席の人数を知 りたいと思い

ますので,御希望の方は 9月 1日 ～ 9月 20日 の間に下記宛御連絡下さい。日時 ,

会場は追ってお知らせいたします。

世話人  大 澤 省 三
〒464 名古屋市千種区不老町

名古屋大学理学部生物学教室

TEL 052-781-5111(代 )

◆第 6回 真核細胞 DNAシ ンポジウム

ー
DNA合成とRepli me―

開催についてのお知らせ

上記のシンポジウムが 8月 20日 (木)～ 22日 (土)に ,湯河原厚生年金会館

(静岡県熱海市泉 107)で開かれます。

今回は,数人の講義に加えて,真核細胞およびウイルスの Rcplisomeの 構成
と DNA合成に関する演題を公募します。希望者は(1)演題,(2)所 属,(3)氏 名 ,
(4)連絡先 (研究機関名,所在地,電話番号 )を 明記し,講演概要 (約 200字 )

を添えて申込んで下さい。締切 りは 6月 30日 (火 )です。参加料は無料です。参

加希望者は 6月 30日 までにお申込み下さい。

世話人 :小池克郎 (癌研 ),吉田松年 (愛知コロニー ),松影昭夫 (愛知県
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